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RYS8839 は、超低消費電力 1.8Vの L1 L5 デュアルバンド マルチコンステレーション GNSS モジュールです。 

RYS8839_Liteは、RYS8839を用いた簡易評価ボードです。 

以下に、RYS8839_Liteを用いた動作確認の手順をまとめました。 

 

 

  図１ RYS8839_Lite 

 

     図２ アンテナ＞RYS8839_Lite＞USB-TTLケーブルを接続した状態 

① アンテナ（REYAX  RYAGN3D） 

https://reyax.com//products/RYAGN3D 

② SMA Female to I-PEXケーブル 

③ RYS8839_Lite 

④ USB to TTL ケーブル（UART 1.8V (for RYS***_LITE Series)） 

https://www.first-components.com/en/uart_usbpcbttl_cable 

 

図３ RYS8839_Liteと USBtoTTL ケーブルの結線 
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１． ファイルダウンロード 

以下のファイルをダウンロードします。 

・GNSS Monitorツール 

https://drive.google.com/file/d/1e6uwdC3NmsTMZIWHbXxcK98Ul8Ng-4RC/view?usp=sharing 

  ・PL2303用 USBシリアルドライバー 

※注意事項あり（後述） 

    ・ドキュメント類（データシート、ソフトウェアガイド、評価ボード資料） 

 https://reyax.com//products/RYS8839 

２． GNSS Monitorツールインストール 

ダウンロードした GNSS Monitorツール「GNSS_Monitor2_ForCustomer_Setup.msi」をインストーラーの指示

にしたがって、PCにインストールします。 

 

３． ツール起動と設定 

(1) 「メニュー＞Target(T)」で「CXD5610」に設定します。 

(2) 「メニュー＞Setup(S)＞Serial Port(S)」でシリアルポートを選択します。 

(3) GPSに接続している COMポートを選択し、通信速度が 115200bpsになっていることを確認します。 

(4) 「Setup(S)」メニュー下の「○」が緑になり、「Terminal」ウィンドウ内に、ログが出てくれば、通信成

功です。 

 

  



４． GPS 動作開始設定 

(1) IDLEアイコン「  」をクリックし、「Terminal」ウィンドウに「[GSTP]Done」と表示されることを 

確認します。 

(2) 「Satelite Selection」ボタンをクリックし、衛星を選択後「send」をクリックします。「Terminal」ウ

ィ 

ンドウに [GNS]Done が表示されます。 

(3) HOTアイコン「  」をクリックし、「Terminal」ウィンドウに「[GSR]Done」と表示されることを確 

認します。続いて、NMEAログが連続して出てきます。 

(4) 停止するときは IDLEアイコン「  」をクリックしてください。 

 

 

  



５． ツール動作状態 

 

 

６． コマンドと通信 

上記ツールを使わなくても、シリアル通信で動作を確認することができます。コマンドはバイナリとアスキー

の２方式が選択でき、アスキー通信であれば、汎用のターミナルソフトでも通信可能です。 

以下は、TeraTermで通信した例です。 
@GSTP 
[GSTP] Done 
@GNS 815 
[GNS] Done 
@GPPS 1 
[GPPS] Done 
@GSR 
[GSR] Done 
$GPGGA,000002.99,,,,,0,00,,,,,,,*4A 
$GNGLL,,,,,000002.99,V,N*56 
$GNGSA,A,1,,,,,,,,,,,,,,,,*2C 
$GNRMC,000002.99,V,,,,,,,020100,,,N,V*18 
$GNVTG,,T,,M,,N,,K,N*32 
$GNZDA,000002.99,02,01,2000,,*7B 
$GPGGA,000003.99,,,,,0,00,,,,,,,*4B 
$GNGLL,,,,,000003.99,V,N*57 
$GNGSA,A,1,,,,,,,,,,,,,,,,*2C 
$GNRMC,000003.99,V,,,,,,,020100,,,N,V*19 
$GNVTG,,T,,M,,N,,K,N*32 
$GNZDA,000003.99,02,01,2000,,*7A 
$GPGGA,000004.99,,,,,0,00,,,,,,,*4C 
$GNGLL,,,,,000004.99,V,N*50 
      ： 
      ： 

以下のソフトウェアガイドに通信コマンドの詳細が記述されているので、ダウンロードしてご参照ください。 

https://reyax.com//upload/products_download/download_file/RYS8839_Software_Guide.pdf  
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７． 注意事項（USBシリアルドライバー） 

 USBtoTTL ケーブルでは PL2303 互換チップが使用されているようで、Windows10/11では、新しいドライバーを

インストールすると以下のようなエラーになる場合があります。（メ―カーが互換品を排除するるためらしい） 

 

(1) 過去に PL2303を利用していたことがある場合 

① 管理者権限でデバイスマネージャーを起動、該当デバイス右クリックで「ドライバーの更新」を選択 

 
② 「コンピューターを参照してドライバーを検索」を選択 

 
③ 「コンピューター上の利用可能なドライバーの一覧から選択します」を選択 

 
④ 一覧から、古めのドライバーを選択（数年前が望ましい） 

前に動作していたのであれば、古いドライバーがあるはずです。 

 

⑤ デバイスマネージャーを確認し、きちんと COMポートが割当たっていれば OK 

 

 

 



(2) 古いドライバーがない場合 

以下に、古いドライバーを利用する手順が記述されていました。 

https://www.ts-software-jp.net/products/tsdmmview-old-driver-pl2303.html 


